
野
爾
蛤
齊
の
　
死

　
　
　
　
　
　
－
清
初
内
紛
の
一

面
一
i

鴛

三

一

　
清
太
鰍
實
録
を
初
め
と
し
て
清
朝
幽
遠
の
諸
記
録
に
よ
れ
ば
、
清
太
瓢
桜
鯛
恰
齊
（
東
児
恰
赤
）
は
如
何
に
も
傑
爾
し

た
人
物
で
一
黙
…
の
非
の
打
ち
所
も
な
い
や
う
な
人
で
あ
っ
た
如
く
記
さ
れ
て
居
る
。
此
人
物
評
は
確
か
に
當
っ
て
居
る

と
解
櫛
ふ
。
然
し
・
難
の
薯
に
言
ふ
所
は
主
と
し
て
盆
ハ
録
事
令
す
・
事
で
あ
っ
て
、
果
し
て
其
性
格
の
轡
於
て
も
働

右
の
論
賛
に
言
は
れ
る
や
う
に
完
全
無
風
の
人
物
で
あ
っ
把
か
は
、
具
に
そ
の
閲
歴
を
見
て
行
く
持
甚
だ
疑
問
に
な
っ

て
織
る
の
で
あ
る
。
勿
論
開
國
の
聖
主
と
し
て
強
難
な
中
に
よ
く
功
を
立
て
、
部
族
を
統
一
し
て
明
を
破
り
、
朝
鮮
蒙
古

を
威
服
せ
し
め
、
或
は
叉
諸
制
度
の
基
を
定
め
、
援
ぎ
な
き
清
朝
の
礎
を
如
い
た
事
は
認
む
る
に
音
さ
か
で
な
い
が
、

そ
れ
は
少
く
と
も
歴
史
の
表
面
的
槻
r
察
と
云
ふ
か
、
或
は
功
業
上
の
槻
・
察
の
黙
に
な
さ
る
べ
き
事
で
あ
っ
て
、
殊
に
外

、
民
族
に
醤
し
て
大
度
宏
量
で
あ
っ
た
事
は
、
彼
等
赤
土
の
地
に
墨
た
も
の
と
し
て
経
車
上
の
資
源
を
得
、
政
治
紛
の
地

盤
を
築
く
上
に
於
で
甚
だ
緊
要
な
事
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
他
の
諸
部
族
に
恩
を
叢
り
、
之
を
利
用
す
る
に
は
輩
に
武
力

で
以
て
歴
毒
す
る
と
い
ふ
よ
り
は
大
度
な
る
事
を
誇
示
し
て
諸
部
族
を
懐
柔
す
る
事
の
必
要
で
あ
っ
た
事
は
言
ふ
迄
も

　
　
　
　
　
欝
爾
喰
饗
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
悠
　
第
三
號
　
　
三
七
七



　
　
　
　
曽
爾
吟
齊
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
三
魏
　
　
三
七
八

な
「
い
次
第
で
あ
る
。
か
か
る
事
は
猫
り
清
太
・
概
の
み
な
ら
か
羅
國
の
諸
君
主
じ
は
常
に
認
め
ら
れ
る
事
で
、
殊
に
夷
族

の
震
長
に
は
此
の
賊
が
深
い
の
で
あ
る
。
然
し
外
部
に
塗
し
て
大
疑
宏
量
で
あ
っ
た
事
は
必
し
も
内
部
に
封
し
て
も
大

度
で
あ
っ
た
事
を
語
る
讃
叢
と
は
な
ら
滋
の
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
反
晦
に
於
て
内
に
は
甚
だ
偏
狭
で
猜
忌
的
な
る
場
合
が

多
い
。
就
中
清
初
に
於
け
る
諸
斎
主
に
は
此
面
が
特
に
認
め
ら
れ
る
や
う
で
、
太
古
太
宗
何
れ
も
其
一
野
蒜
人
に
濁
し
、

特
に
其
有
力
な
者
に
饗
し
て
は
猜
忌
的
で
、
其
の
閣
係
は
侮
り
良
好
で
な
か
っ
た
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
か
の
清
太

難
癖
に
於
て
三
奪
佛
の
中
の
一
入
で
あ
る
葬
古
註
泰
、
或
は
阿
敏
等
が
種
々
の
口
實
一
－
よ
し
ん
ば
三
際
身
の
破
滅
を

來
す
べ
き
ロ
實
を
輿
ふ
る
諸
事
實
あ
る
に
せ
よ
；
の
爲
に
弊
さ
れ
た
如
き
は
、
此
例
と
し
て
み
る
．
べ
き
多
頭
な
事
件

で
あ
・
が
、
菱
た
・
査
に
雲
量
・
禦
明
か
に
叢
・
れ
・
の
で
あ
・
。
即
ち
蓋
需
塁
た
・
鳥

爾
陰
齊
或
は
太
醗
の
長
子
た
る
補
英
が
死
を
得
る
に
至
っ
た
事
は
、
其
死
に
値
す
る
罪
が
多
少
有
っ
た
に
せ
よ
、
之
を

死
に
虚
せ
し
め
た
太
概
に
多
大
の
購
係
有
り
、
否
太
腿
貞
身
が
其
主
謀
者
な
り
し
と
認
定
さ
れ
る
黙
が
有
る
の
は
、
よ

く
此
事
を
明
示
す
る
の
事
柄
と
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q
無
論
此
爾
入
の
死
に
聴
し
て
清
朝
側
の
記
録
に
は
殆
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

記
す
所
な
く
ヤ
何
故
に
死
を
得
る
に
至
っ
た
か
を
こ
れ
に
よ
っ
て
探
求
す
る
事
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
が
、
此
事
件
は
當

時
よ
く
知
れ
亙
っ
て
居
た
事
と
見
え
て
明
細
朝
鮮
側
の
記
録
に
載
せ
ら
れ
て
居
り
、
軍
な
る
噸
．
で
な
く
確
か
に
存
在
し

た
事
實
と
認
め
得
る
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
朝
鮮
の
記
録
の
一
に
、
此
爾
入
の
死
に
就
い
て
記
し
た
後
に
太
窟
の
入
物

詐
を
記
し
て
居
る
も
の
が
有
る
の
は
甚
だ
面
暑
い
事
で
あ
る
。
郎
ち
李
謡
言
著
「
建
賊
塁
蟻
聚
」
に
、



　
奴
會
爲
人
猜
属
威
暴
。
錐
其
妻
子
苦
心
親
愛
者
。
少
有
所
杵
心
墨
殺
害
。
是
出
入
莫
不
畏
催
。

と
記
し
て
居
る
の
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
よ
く
太
租
の
半
人
の
如
何
を
傳
へ
た
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
勿
論

建
國
多
難
の
際
、
部
内
の
統
制
を
保
つ
上
に
於
て
相
當
に
激
烈
な
手
段
を
と
り
、
峻
烈
な
法
を
適
用
す
る
事
は
已
む
を

得
ぬ
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
函
ら
限
度
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
果
し
て
今
の
場
合
そ
の
法
に
當
る
べ
き
程
度
の
も
の

か
疑
問
で
あ
る
が
、
外
人
の
眼
に
映
じ
て
か
か
る
記
録
が
残
さ
れ
る
以
上
、
太
耐
の
本
性
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、

部
内
の
有
力
者
に
謝
し
て
如
何
な
る
態
度
に
出
た
か
と
云
ふ
事
は
十
舜
察
し
得
る
と
思
ふ
。
要
す
る
に
か
か
る
態
度
は

徳
望
よ
「
り
は
威
力
武
力
を
以
て
他
を
慶
し
、
反
謝
者
を
斥
け
、
己
掛
り
優
越
的
地
位
に
立
た
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て

禦
に
天
才
型
人
物
の
稀
の
偏
饗
を
示
す
も
の
で
な
い
か
畠
箋
か
か
・
藻
塾
し
て
籍
恰
嚢
び
鍵
働

の
死
は
太
租
朝
に
継
て
甚
だ
意
義
有
り
興
味
有
る
事
件
と
思
ふ
の
で
あ
っ
て
、
清
華
に
於
け
る
所
謂
御
家
騒
動
の
一
餉

と
し
て
余
が
此
問
題
を
考
へ
ん
と
す
る
の
も
亦
此
意
に
外
な
ら
な
い
。
さ
れ
ど
も
か
か
る
事
件
が
繰
り
返
さ
れ
た
か
ら

と
て
決
し
て
太
租
の
功
業
の
儂
値
が
減
す
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
か
か
る
事
件
を
起
し
つ
つ
大
功
業
を
な
し
途
げ
た
所

に
亦
一
種
魚
期
の
偉
大
さ
を
認
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
唯
表
面
的
の
功
業
の
華
か
な
る
反
面
に
常
に
か
か
る
骨
肉
聞
の
孚

闘
の
得
て
有
り
勝
ち
な
る
を
忘
れ
す
、
誰
そ
の
人
物
の
表
裏
を
観
察
す
る
事
の
必
要
な
る
を
力
説
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

か
か
る
意
昧
に
於
て
左
に
岱
腕
章
齊
及
び
祷
英
の
死
に
就
い
て
述
べ
た
い
の
で
あ
る
が
、
都
合
に
よ
り
今
図
は
岱
爾
恰

齊
の
死
の
み
に
就
い
て
述
ぶ
る
事
と
し
由
祷
英
の
死
に
就
い
て
は
他
日
の
機
會
に
譲
る
事
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
静
爾
恰
齊
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
三
號
　
　
三
七
九



　
　
　
　
轍
爾
階
轡
の
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
十
七
巷
　
第
三
號
　
　
三
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
志
づ
順
序
と
し
て
併
爾
瞼
齊
の
酪
歴
を
述
べ
る
事
に
す
る
。
清
太
薩
の
兄
弟
は
全
部
で
五
人
で
あ
る
が
、
太
認
と
糠
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

同
じ
く
す
る
も
の
、
即
ち
顯
組
塔
克
選
の
大
尉
金
轡
塔
刺
氏
宣
幕
議
の
生
む
所
は
三
人
で
、
長
子
は
太
組
手
爾
吟
興
、

次
子
は
今
問
題
の
督
爾
姶
齊
で
末
子
が
雅
爾
恰
齊
と
呼
ば
れ
た
Q
太
磁
が
明
嘉
靖
三
十
八
年
の
出
生
で
あ
る
に
尊
し
得

碑
奮
葦
芝
～
嘉
藷
＋
三
年
の
出
告
か
か
・
・
蓋
は
初
め
平
筆
物
（
漢
語
髪
容
王
の
義
）
毒
ば
れ
た
藁
筆

爾
恰
齊
は
後
討
伐
の
功
に
よ
っ
て
達
爾
漢
巴
引
責
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
寄
爾
喰
齊
は
丙
串
の
歳
部
ち
萬
暦
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

四
年
三
十
三
歳
の
時
呉
剛
部
布
占
泰
の
女
潭
奈
を
婁
り
、
更
に
二
年
後
の
戊
戌
の
歳
師
ち
萬
暦
二
十
六
年
に
は
己
の
女

饗
泰
を
奮
誉
嫁
せ
し
め
た
の
で
、
舞
馨
と
講
部
と
藩
饗
姻
舗
墜
曇
事
に
な
っ
た
。
藷
係
絢

は
、
必
ず
や
得
爾
喰
齊
の
勢
力
の
壇
大
を
思
す
と
共
に
や
が
て
は
其
死
の
由
來
す
る
所
の
一
因
と
な
る
も
の
で
な
い
か

と
考
へ
ち
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
注
意
す
べ
き
事
柄
と
思
ふ
。
次
い
で
華
年
己
亥
の
歳
灘
ち
萬
暦
二
十
七
年
九
月
太
胤
の

　
④
恰
蓬
征
伐
が
行
は
れ
た
時
、
好
爾
吟
齊
は
講
ふ
て
先
鋒
と
な
り
飾
馬
に
攻
め
入
っ
た
が
、
兄
太
嚴
と
の
問
に
用
兵
上
の

意
見
に
霜
曇
あ
り
、
彼
は
兄
の
爲
に
大
に
叱
責
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
、
歴
戦
は
恰
逡
の
滅
亡
し
た
時
で
清
靭
の
外
部
登

展
と
し
て
劃
期
的
な
注
意
す
べ
き
戦
で
あ
る
が
、
同
時
に
督
吟
爾
齊
の
「
按
兵
不
戦
」
を
太
観
が
叱
責
し
た
と
満
洲
實

録
（
正
し
く
ば
太
組
零
墨
戦
圃
）
に
記
し
て
居
・
の
は
、
恐
ら
巌
に
砦
頃
よ
り
町
鳶
声
柄
が
象
い
い
倉
な
－
な
っ
た
事
を
語

る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
越
え
て
二
年
辛
丑
の
弓
師
ち
萬
暦
二
十
九
年
十
一
．
月
下
鋼
布
占
書
聖
謁
し
て



兄
満
聖
楽
勒
の
女
を
太
甜
に
進
与
し
た
が
、
叉
越
え
て
二
年
重
美
の
歳
即
ち
萬
暦
三
十
一
年
正
月
に
布
製
泰
が
再
び
婚

を
太
羅
に
求
め
興
る
や
、
卑
見
は
野
爾
恰
齊
の
女
三
態
哲
を
之
に
輿
へ
た
の
で
、
此
に
至
っ
て
呉
嚇
國
と
傍
細
革
齊
と

の
關
係
は
釜
々
密
接
に
な
っ
て
來
た
と
云
っ
て
よ
か
ら
う
と
思
ふ
。
次
に
太
猟
筆
録
類
に
見
え
る
岱
爾
恰
齊
關
係
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

事
は
、
丁
寧
の
歳
即
ち
萬
暦
三
十
五
年
正
月
の
東
海
製
糖
雌
蝶
蛮
悠
城
生
策
穆
！
黒
の
來
講
に
処
す
る
事
件
で
あ
る
。

苑
隣
策
穆
墨
黒
來
朝
し
て
太
瓢
に
説
く
に
呉
剛
布
購
書
の
暴
虐
を
以
て
し
、
墨
家
來
附
せ
ん
事
を
求
め
た
の
で
あ
っ

た
。
よ
っ
て
太
帆
は
得
爾
吟
齊
及
び
長
子
暮
雲
、
次
子
代
善
等
を
し
て
野
地
に
赴
か
し
め
、
藍
悠
城
屯
棊
を
下
め
布
占

泰
の
救
援
兵
を
破
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
や
が
て
其
功
を
以
て
侍
爾
耳
玉
は
達
爾
漢
巴
圖
魯
、
祷
英
は
阿
爾
恰
圏
土
門
、

代
善
は
若
立
の
馨
響
ら
れ
た
が
、
街
・
の
時
画
嚢
笈
び
納
齊
鵜
の
二
人
を
し
て
糞
袋
あ

爾
貝
勒
を
護
衛
し
て
前
進
せ
し
め
ん
と
し
た
時
、
こ
の
弾
入
は
命
に
随
は
す
得
惜
陰
齊
と
同
縛
し
て
何
等
奮
戦
す
る
模

様
が
な
か
っ
た
爲
に
、
太
澱
怒
っ
て
此
爾
人
を
諒
せ
ん
と
し
た
。
其
時
寄
爾
吟
齊
は
此
二
重
を
嘉
す
る
は
自
分
を
殺
す

と
同
じ
で
あ
る
と
て
命
乞
を
な
し
、
漸
く
麿
さ
れ
て
他
刑
に
替
ふ
る
事
を
得
た
の
で
あ
っ
た
が
、
然
し
此
に
至
っ
て
野

饗
恰
齊
堅
太
醗
の
關
係
は
愈
々
面
白
か
ら
ざ
る
に
至
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
爾
此
事
に
就
い
て
は
後
節
述
べ

る
事
に
す
る
が
、
當
時
に
於
け
る
恩
讐
恰
齊
と
し
て
は
布
占
泰
と
の
通
婚
の
驕
係
上
澄
だ
苦
し
い
立
場
に
在
っ
た
で
あ

ら
う
事
は
十
分
推
知
す
る
に
足
る
べ
く
、
又
雷
害
が
こ
の
關
係
を
よ
く
知
っ
て
故
意
に
彼
を
苦
し
め
る
態
度
に
出
た
の

で
は
な
か
う
か
と
考
へ
て
も
敢
て
無
理
で
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
裏
年
戊
串
の
議
帥
ち
萬
暦
三
十
六
年
附
爾
恰
圓
土
門
等

　
　
　
　
野
爾
吟
齊
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
第
三
號
　
　
三
入
…



　
　
　
　
　
傍
爾
吟
齊
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
三
號
　
　
三
歯
群

は
再
び
呉
脚
部
を
征
伐
し
た
が
、
こ
の
時
偏
爾
吟
齊
の
次
子
岡
敏
は
行
を
倶
に
し
て
居
り
、
荘
重
の
聞
柄
な
が
ら
布

占
泰
は
絡
始
清
朝
反
謝
の
感
謝
行
動
を
敢
て
な
し
そ
の
蔦
藤
は
絶
え
ず
、
布
占
泰
の
亡
び
る
癸
丑
の
歳
即
ち
萬
暦
四
十

一
年
塁
壁
あ
で
あ
っ
た
。
か
毛
辛
亥
の
歳
即
ち
萬
三
三
＋
九
年
入
月
戊
辰
朔
の
丙
戌
（
十
九
日
）
に
曽
爾
吟
齊
は
四
＋

八
歳
を
以
て
死
去
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
清
朝
の
實
録
類
に
よ
っ
て
督
爾
吟
齊
の
略
歴
を
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
記
事
で
は
勿
論
野
爾
恰

齊
の
死
が
如
何
に
し
て
起
き
た
か
知
る
由
も
な
い
の
で
、
次
節
以
下
に
於
て
雌
瓢
に
就
い
て
特
に
述
べ
て
み
た
い
と
思

ふ
の
で
あ
る
Q

　　

@　

@　

@　

E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倒

　
先
づ
野
爾
恰
齊
の
死
に
嘱
し
て
清
朝
側
の
記
録
を
み
る
に
次
の
如
一
記
ざ
れ
て
居
る
。
帥
ち
、
康
煕
鍵
盤
本
太
租
實

　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

録
に
は
、
辛
亥
（
富
谷
三
十
九
年
）
八
月
丙
戌
上
愚
弟
達
爾
漢
廉
潔
魯
貝
勒
麗
。
年
四
十
八
。
と
あ
り
、
太
窟
實
録
戦
圖

（満

ﾏ
評
三
色
の
中
表
丈
に
よ
ろ
）
に
は
、
辛
亥
八
月
十
九
日
太
醗
同
胞
弟
達
爾
漢
巴
圓
細
図
。
年
四
十
八
。
と
記
し
、
北
京
本
太
㍊
弩
爾
吟

　
　
⑨

赤
實
録
第
三
憲
に
は
、
辛
亥
八
月
丙
戌
達
爾
漢
巴
圖
魯
貝
勒
野
爾
吟
富
麗
。
年
四
十
入
。
と
し
、
同
じ
く
近
印
の
太
職
武

　
　
　
⑩

皇
帝
實
録
第
二
恕
に
も
、
辛
亥
年
入
月
十
九
日
太
醗
同
胞
弟
演
劇
文
官
土
工
麗
。
年
四
十
入
。
と
記
し
て
居
る
。
此
の

打
嘲
電
器
土
魯
が
逮
爾
漢
巴
圖
魯
と
同
音
異
字
で
あ
る
事
は
…
畜
ふ
迄
も
な
い
。
又
、
王
先
謙
本
東
華
録
太
組
の
懇
に
は
、

辛
亥
嘉
月
丙
戌
の
條
に
、
達
爾
漢
巴
圏
魯
麗
と
し
、
碑
傳
集
及
び
國
朝
露
献
類
徴
初
編
怒
首
石
六
濟
蜜
語
朗
傳
の
中
野

計



爾
恰
齊
の
條
に
も
、
辛
客
年
濃
霧
麗
、
と
記
し
、
宗
室
王
公
世
職
章
京
爵
金
碧
次
全
署
窓
之
二
、
顯
報
宣
皇
帝
第
三
子
、

追
購
和
碩
荘
親
王
盤
面
吟
齊
の
條
に
も
、
辛
瓦
全
入
事
麗
、
と
記
し
て
居
る
。
又
先
年
印
行
の
清
史
稿
懇
一
太
胤
本
紀

に
は
、
辛
墨
入
月
数
好
爾
喰
齊
卒
、
と
記
し
、
同
皇
子
世
表
一
青
図
系
好
爾
吟
齊
の
條
に
は
、
輩
に
辛
墨
壷
麗
、
と
記

し
、
別
本
の
清
史
列
傳
憲
二
、
和
碩
鄭
親
王
濟
爾
恰
朗
の
條
に
も
亦
、
辛
亥
年
八
月
一
、
と
記
し
て
居
る
。
以
上
列
墨

・
・
し
た
所
は
何
れ
も
大
同
小
異
の
記
述
で
軍
に
辛
亥
年
露
塵
丙
戌
帥
ち
十
九
日
に
、
或
は
八
月
中
に
野
細
紐
齊
が
死
去
し

た
事
を
云
つ
だ
に
過
ぎ
す
し
て
、
其
死
が
如
何
に
し
て
越
つ
た
か
に
就
い
て
は
何
等
記
す
所
な
く
、
全
く
何
等
の
奇
も

な
い
季
凡
な
死
ら
し
い
記
述
の
態
を
と
っ
て
居
る
Q
然
し
考
へ
て
み
る
に
、
此
の
曝
し
合
せ
た
や
う
に
輩
一
な
記
述
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

却
っ
て
甚
だ
奇
怪
と
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
其
所
に
何
等
か
の
カ
ラ
ク
ソ
が
行
は
れ
て
居
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と

思
は
れ
る
。
而
し
て
右
の
輩
一
な
記
述
の
存
す
る
中
に
於
て
裕
々
異
色
の
有
る
の
は
、
即
ち
清
史
稿
列
傳
二
心
租
諸
子

傳
の
中
の
荘
親
王
傍
遠
望
齊
の
條
の
記
事
で
あ
る
。
此
の
記
事
は
一
言
し
た
如
く
蛮
悠
城
生
策
終
電
黒
が
奨
劇
の
虐
遇

に
苦
し
み
來
附
を
願
っ
た
事
に
關
聯
し
て
の
討
伐
及
び
二
塁
の
慮
罰
に
就
い
て
の
記
事
で
あ
っ
て
、
好
爾
識
者
が
二
将

の
助
命
を
乞
ふ
た
後
に
記
し
て
、
自
慢
上
議
遣
傍
爾
恰
齊
將
兵
。
得
清
笛
齊
居
欝
欝
々
。
語
群
第
一
子
阿
黒
熊
阿
、
第

三
子
札
薩
克
圖
日
。
吾
豊
以
衣
食
受
鵬
尋
人
哉
。
二
重
黒
革
木
。
上
怒
諒
其
二
子
。
尊
爵
恰
齊
乃
復
還
。
歳
辛
三
盛
。

云
々
と
言
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
記
事
は
前
掲
諸
記
録
に
は
全
然
見
ら
れ
す
、
得
爾
吟
齊
の
死
に
關
甘
し
て
唯

「
の
詳
し
い
記
事
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
だ
け
の
記
事
で
は
寄
爾
吟
齊
が
果
し
て
如
何
な
る
死
を
途
げ
た
か

　
　
　
　
　
傍
爾
吟
齊
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
鎮
三
號
　
　
三
入
三
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好
守
喰
齊
の
苑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
十
七
懇
　
第
三
號
　
　
三
入
臨

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
く
と
も
太
腿
と
の
間
が
う
ま
く
行
か
ず
し
て
悶
々
の
中
に
死
を
得
た
も
の
で
あ
る
事
は
推
測

し
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
夢
死
に
は
朧
氣
な
が
ら
太
麗
が
關
窪
し
て
居
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
事
を
想
像
せ

し
め
る
次
第
で
あ
る
。
右
の
清
史
稿
防
壁
の
記
事
は
其
性
質
上
清
朝
里
の
記
録
と
し
て
考
へ
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

記
事
は
何
に
よ
っ
て
な
さ
れ
元
か
、
何
か
本
つ
く
所
有
っ
て
の
事
で
ψ
6
0
ら
う
か
と
云
ふ
に
、
そ
れ
は
恐
ら
く
清
朝
の
筆
記

で
あ
る
満
文
老
棺
に
よ
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
故
に
こ
の
三
三
に
併
せ
て
満
文
老
妻
の
記
述
を
引
用
し
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○
，

　
満
交
老
梢
は
無
論
妻
壁
の
み
で
相
覆
す
る
漢
文
の
書
は
な
い
が
、
先
年
金
機
甲
侯
氏
が
之
を
罷
越
し
、
そ
の
中
興
昧

有
董
農
産
は
れ
・
も
の
着
帯
し
て
瀟
霧
秘
録
L
季
・
て
印
誓
発
の
で
、
今
便
築
同
書
毒
∴

見
ゆ
る
漢
課
を
墨
げ
、
次
に
国
原
丈
の
満
交
を
記
し
之
に
郵
語
鐸
を
添
へ
る
事
に
す
る
。
漢
鐸
に
は
便
宜
題
名
を
附
し

て
、
太
窟
責
弟
己
酉
年
二
痔
　
と
記
さ
れ
て
居
る
。

　
尊
墨
得
爾
恰
齊
者
上
之
同
難
壁
也
。
上
篤
厚
手
足
之
誼
。
遇
群
雲
厚
。
服
御
璽
好
悉
擬
長
居
。
塁
壁
不
自
黙
足
。
臨

　
陣
退
縮
蒔
有
怨
言
。
上
劇
壇
平
日
。
弟
之
所
以
資
生
。
一
縣
一
縷
岡
不
出
肖
同
人
部
岡
不
出
窟
我
。
而
弟
反
有
怨
我

　
之
意
何
也
。
得
爾
恰
齊
絡
不
整
用
語
人
日
。
大
丈
夫
豊
惜
一
死
子
心
資
生
駈
毘
覇
束
我
哉
。
遽
出
奔
他
部
居
焉
。
上

　
怒
。
三
月
十
三
臼
籍
肢
心
置
恰
齊
家
産
Q
謙
遜
子
附
薩
布
Q
焚
殺
蒙
古
大
臣
暴
露
昆
。
使
離
猿
三
十
離
群
幽
居
稗
知

　
魂
悔
Q
登
載
叢
叢
琴
鳥
悔
來
蹄
。
上
線
暴
露
股
之
産
返
之
。
然
写
照
総
理
勿
懐
敵
塁
。
越
二
年
辛
亥
八
月
十
九
“
。
途



　
抑
欝
而
卒
Q
年
四
十
有
入
Q

右
の
如
く
題
名
に
己
酉
年
二
月
と
あ
る
は
好
爾
吟
齊
が
兄
に
封
ず
る
不
満
を
勃
獲
し
て
他
部
へ
赴
い
た
時
で
あ
っ
て
、

三
月
以
後
に
於
い
て
太
顧
の
之
に
甥
す
る
慮
置
を
見
、
や
が
て
後
二
年
を
経
て
悶
死
し
た
事
を
具
さ
に
語
っ
て
居
る
。

之
に
樹
し
て
其
原
文
た
る
満
文
は
伽
何
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
に
次
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
煩
を
厭
は
す
し
て
既
に
墨
げ

る
事
に
す
る
。
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⑧

　
金
梁
氏
の
加
算
は
無
界
黙
縮
案
に
よ
っ
た
と
云
は
れ
て
居
る
が
、
余
の
邦
課
に
用
み
た
原
丈
は
加
圏
瓢
糖
案
で
あ
っ

て
、
其
問
一
二
の
異
同
が
無
い
で
も
な
い
が
、
略
，
風
交
と
み
て
よ
か
ら
う
。
今
こ
れ
に
よ
れ
ば
爾
渚
の
聞
に
紛
擾
衝
突

の
超
き
た
の
は
寄
爾
陰
齊
の
死
．
去
二
年
前
の
己
一
歳
で
あ
っ
て
、
螢
悠
城
蘭
係
の
事
件
よ
り
正
し
く
十
年
後
の
事
で
あ

る
。
恐
ら
く
前
述
し
た
や
う
に
蛮
悠
城
の
事
件
に
於
て
爾
者
が
氣
ま
つ
い
陶
係
に
陥
っ
て
か
ら
以
後
其
の
間
柄
は
盆
，

圓
満
で
な
ぐ
愈
，
乖
離
す
る
や
う
に
な
っ
て
途
に
此
の
己
酉
の
歳
の
事
件
と
な
っ
た
も
“
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

前
後
十
年
間
は
爾
者
の
戚
情
の
も
つ
れ
の
登
展
時
期
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
前
引
清
史
稿
刻
傳
の
記
事
に
比

　
　
　
　
　
静
三
遍
齊
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
谷
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第
や
七
巻
　
第
三
號
　
　
三
八
入

す
る
と
少
し
く
異
る
所
有
り
擁
し
も
同
文
と
ぱ
云
へ
澱
が
、
満
文
老
糖
に
他
省
他
村
に
居
ら
ん
と
云
ふ
に
愉
し
清
史

稿
列
傳
は
黒
字
木
に
移
る
と
云
ふ
如
き
、
叉
居
常
翼
々
た
る
有
楼
等
全
膿
の
意
味
は
同
二
と
み
て
よ
ろ
し
く
、
必
ず
や

清
吏
稿
列
傳
は
此
老
荘
の
記
述
に
よ
っ
て
別
に
補
ふ
所
有
つ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
黒
槻
木
の
位
罎
俄
か
に
定
め
難

い
が
、
得
爾
恰
齊
の
姻
戚
の
關
係
上
に
重
き
を
麗
い
て
考
へ
て
み
れ
ば
、
或
は
呉
痢
國
の
地
方
な
ら
ん
か
と
も
思
は
れ

る
。
要
す
る
に
太
腿
樹
野
爾
恰
齊
の
間
柄
は
己
亥
の
頃
よ
b
次
第
に
悪
化
し
、
遽
に
己
酉
の
歳
に
至
っ
て
激
化
し
た
爲

に
好
期
一
塩
の
他
部
他
地
方
へ
の
奔
逃
、
秘
露
と
な
つ
淀
事
は
否
定
出
來
な
い
事
實
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
か
か
る
事
情

が
好
爾
吟
齊
の
死
に
恨
事
あ
る
の
で
な
い
か
と
考
へ
る
事
は
十
分
に
理
山
の
存
す
る
事
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。
か
く
考

へ
れ
差
文
老
獲
羅
宇
葎
の
二
つ
の
み
で
其
の
記
載
は
葉
少
い
に
茨
籍
馨
の
死
に
太
嬰
・
∴

物
が
關
係
あ
る
ら
し
き
事
、
少
く
と
も
其
の
存
在
を
見
遁
す
事
の
出
來
な
い
と
い
ふ
事
は
明
か
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ

っ
て
、
清
朝
側
の
大
多
数
の
記
鎌
が
　
言
も
そ
れ
に
重
れ
て
居
ら
識
の
は
頗
る
奇
怪
な
事
で
、
其
所
に
却
っ
て
非
常
な

意
昧
が
藏
せ
ら
れ
て
居
る
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
以
上
述
ぶ
る
如
く
清
朝
側
の
諸
記
録
に
よ
っ
て
督
塁
壁
齊
の
死
の
事
情
を
槍
難
せ
ん
と
し
て
的
確
に
知
る
を
得
す
、

＝
一
の
記
述
に
よ
っ
て
始
め
て
多
少
の
手
懸
を
得
た
や
う
に
思
は
れ
る
に
過
ぎ
聡
い
の
で
、
更
に
此
黙
を
明
瞭
に
す
る

に
は
勢
ひ
其
の
凱
黙
を
他
の
方
面
に
向
け
て
、
外
鴎
の
更
料
の
記
載
す
る
所
に
從
っ
て
之
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思



ふ
○
其
の
外
國
側
の
更
料
と
し
て
暴
ぐ
べ
き
は
一
は
明
側
の
記
録
で
あ
り
、
他
の
一
は
朝
鮮
側
の
記
録
に
外
な
ら
な
い
。

　
先
づ
明
側
の
記
録
の
申
で
之
に
湿
す
る
記
述
の
有
無
を
槍
べ
る
に
、
余
は
次
の
二
三
の
記
事
を
弦
に
提
聰
し
得
る
の

を
喜
ぶ
。
其
の
一
は
王
海
獣
撰
の
三
朝
遼
事
實
録
で
あ
っ
て
、
首
憲
、
総
略
、
建
夷
の
條
に
、
〔
萬
暦
〕
三
十
九
年
…
…

奴
等
電
蓄
弟
遽
藤
野
赤
汐
張
。
計
帳
之
。
復
耀
兵
侵
兀
劇
諸
會
。
と
記
し
て
居
る
。
叢
に
言
ふ
所
の
奴
會
が
太
影
響
兇

毒
言
（
弩
爾
吟
齊
）
で
、
論
難
恰
赤
が
今
問
題
の
好
爾
恰
齊
で
あ
り
、
兀
劇
が
前
記
の
呉
羅
と
同
じ
で
あ
る
事
は
言
ふ
泡

も
な
い
。
又
、
同
じ
明
末
の
人
で
あ
る
茅
瑞
徴
の
撰
に
か
か
る
「
東
夷
考
略
」
建
言
女
直
考
の
中
に
も
、
〔
心
癖
〕
三
十
九

年
六
月
…
…
己
奴
會
忌
其
弟
速
見
吟
赤
諸
等
。
里
偏
之
。
復
義
兵
侵
兀
痢
諸
酋
。
云
々
と
前
者
と
同
文
の
記
事
を
載
せ
、

瞥
を
記
し
て
査
に
繋
げ
て
居
・
．
素
質
孔
餐
の
種
卸
半
季
遼
藷
の
中
に
肇
愚
暦
撃
失
月
の
働

條
下
に
、
黒
道
陰
赤
磐
其
弟
遽
兜
吟
赤
、
丼
其
青
磁
諸
等
噺
諸
會
α
と
記
し
て
前
掲
二
文
と
略
同
機
の
事
を
言
ひ
唯
、

年
次
を
四
十
年
と
し
て
一
年
後
の
如
く
記
し
て
居
る
の
を
異
に
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
以
上
二
三
の
記
事
が
余
の
槍
索

し
た
明
側
の
吏
料
の
中
に
て
こ
の
事
に
署
し
て
寓
目
し
得
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
が
、
右
の
も
の
は
何
れ
も
略
同
様
な
記
載

を
な
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
或
は
一
の
記
事
を
縛
饗
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
當
時
明
入
は

か
か
る
好
爾
吟
齊
殺
害
の
事
を
信
じ
て
記
し
た
も
の
と
見
て
別
に
差
支
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
、
且
蘭
留
末
満
洲
の
事

情
、
形
勢
の
憂
事
に
注
意
し
て
居
た
明
人
に
と
っ
て
は
、
確
に
注
目
す
べ
き
大
事
件
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
次
に
朝
鮮
側
の
記
録
に
於
て
余
の
寓
目
し
得
π
も
の
は
次
の
数
種
の
も
の
で
あ
っ
て
、
然
も
其
記
事
の
内
容
は
前
掲
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野
玉
吟
齊
の
死
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〇

の
文
と
同
標
、
或
は
同
様
以
上
に
詳
細
な
記
録
を
見
る
事
が
出
疑
る
の
で
あ
る
。
先
づ
羅
萬
甲
著
「
臼
登
録
」
を
み
る
に

塩
基
四
十
年
壬
子
多
。
奴
沈
吟
赤
厳
重
弟
深
藍
〔
吟
〕
赤
○
並
古
兵
侵
屍
刺
諸
藩
。
云
々
と
あ
り
壬
子
の
冬
の
事
脅
と
記

し
て
居
る
Q
叢
に
言
ふ
所
の
琵
刺
が
呉
劇
、
養
畜
と
同
じ
で
あ
る
事
は
疑
な
い
。
叉
、
燃
簗
室
記
述
憲
二
十
三
渾
河
之

役
日
輪
の
條
に
は
碁
子
録
を
引
い
て
奴
兇
恰
赤
の
灘
南
の
由
來
を
記
し
た
所
に
、
壬
子
冬
至
其
弟
蓮
兇
器
赤
。
拝
其
兵

侵
兀
剛
諸
点
云
々
と
て
前
文
と
同
様
の
記
載
を
示
し
て
居
る
。
叉
か
の
有
名
な
薩
爾
濡
役
の
時
朝
鮮
よ
り
の
明
軍
癒
援
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の
兵
に
將
と
し
て
赴
き
突
如
清
朝
に
降
っ
た
問
題
の
元
帥
姜
弘
立
の
從
事
官
で
あ
っ
た
李
民
興
の
著
、
「
建
仁
聞
見
鋒
」

に
は
右
と
異
っ
て
、
厚
臼
の
太
祓
の
兵
制
を
述
べ
た
所
の
」
節
に
、
蝕
四
高
沙
。
臼
紅
ダ
是
。
臼
亡
右
　
。
日
面
斗
修
竹
。

島
未
響
。
と
記
事
稟
讐
の
注
と
し
て
、
奴
會
之
弟
小
面
可
赤
之
孟
。
小
乙
可
赤
有
戦
功
漿
心
．
島

六
年
前
爲
奴
含
所
殺
。
と
言
っ
て
居
る
。
叢
に
見
え
る
高
言
は
固
山
で
八
旗
の
旗
を
言
ふ
わ
け
で
あ
う
、
紅
ダ
是
は
後

の
太
宗
皇
太
極
（
弘
太
時
等
と
書
く
）
、
亡
古
　
は
葬
士
μ
爾
泰
、
雇
斗
羅
古
は
祷
英
の
子
杜
度
を
言
ふ
か
、
阿
未
羅
古
は

印
ち
得
爾
黒
海
の
次
子
阿
敏
（
阿
慾
）
を
言
ふ
の
で
あ
っ
て
、
小
乙
可
憐
は
言
ふ
迄
も
な
く
三
訂
恰
齊
の
同
音
異
諜
で
あ

）
、
奴
會
は
前
述
の
如
く
太
租
を
指
す
Q
然
ら
ば
此
の
記
事
に
よ
っ
て
も
劇
毒
吟
齊
は
李
民
奥
の
著
作
し
た
時
U
恐
ら

く
萬
暦
四
十
七
年
宝
寺
春
三
月
薩
直
濡
役
に
清
朝
に
降
附
し
た
後
間
も
な
い
時
と
み
て
一
－
よ
り
五
六
年
前
に
督
学
吟
齊

は
兄
太
組
の
爲
に
殺
さ
れ
た
事
を
知
る
の
で
あ
る
。
勿
論
五
六
年
前
と
い
ふ
の
は
曖
昧
な
記
事
で
こ
れ
で
は
其
の
明
確

な
年
次
は
分
ら
ぬ
が
、
他
の
記
事
よ
り
推
し
て
大
黒
の
年
次
の
想
像
は
つ
く
と
思
ふ
。



　
以
上
余
の
寓
目
す
る
事
を
得
た
朝
鮮
側
の
二
三
の
記
録
に
す
ぎ
澱
が
、
朝
鮮
側
に
於
て
も
明
朝
側
と
同
業
に
得
爾
恰

齊
が
窒
素
磁
に
殺
さ
れ
た
と
い
ふ
事
は
堅
く
信
ぜ
ら
れ
た
事
で
あ
っ
て
、
當
時
に
於
て
は
著
名
な
事
件
と
し
て
外
國
に

迄
傳
へ
ら
れ
π
も
の
で
あ
ら
う
事
を
知
り
得
る
Q
殊
に
右
引
用
の
記
録
の
一
で
あ
る
「
建
州
毒
見
録
」
の
撰
者
島
民
奥
は

親
し
く
満
洲
興
京
の
方
面
転
学
炉
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
地
に
於
て
か
か
る
話
を
聞
い
て
筆
鋒
に
留
め

た
と
思
は
れ
る
以
上
、
満
洲
人
の
間
に
も
か
く
流
布
さ
れ
た
事
で
あ
っ
て
恐
ら
く
事
實
を
傳
へ
た
も
の
と
し
て
疑
ふ
の

除
地
な
か
る
べ
く
、
満
洲
人
も
之
を
信
じ
て
居
っ
た
も
の
と
認
め
て
差
支
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
果
し
て
然
ら
ば
太
耐
は

，
強
兵
を
擁
し
た
営
門
爾
恰
齊
を
殺
害
し
．
其
強
兵
を
己
の
手
に
併
せ
て
俄
か
に
強
盛
に
な
⊃
、
や
が
て
得
翠
蔓
齊
と
姻

戚
の
間
柄
で
叛
賢
か
っ
た
論
蕾
蓄
つ
量
っ
た
あ
と
考
へ
ら
れ
・
次
箏
あ
・
。
　
　
働

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
以
上
三
方
面
の
記
録
に
よ
っ
て
傍
爾
恰
齊
の
死
ご
間
す
る
記
述
を
槍
満
し
、
之
に
多
少
の
推
測
を
加
へ
た
の
で
あ
っ

た
が
、
要
す
る
に
清
朝
の
記
録
は
＝
一
の
も
の
を
除
い
て
凡
て
そ
の
理
由
事
情
を
示
し
て
居
ら
諏
に
反
し
、
外
修
学
即

ち
明
鮮
二
陣
の
記
録
は
凡
て
箭
爾
恰
齊
は
兄
太
総
に
謀
殺
さ
れ
π
と
い
ふ
事
を
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く

三
者
を
比
較
考
慮
す
る
と
、
清
朝
側
の
記
録
が
＝
】
の
も
の
以
外
凡
て
軍
に
漏
す
と
云
っ
て
居
る
の
は
甚
だ
奇
怪
な
書

法
と
い
ふ
べ
く
、
其
裏
面
に
何
等
か
特
殊
の
隠
蔽
の
手
段
が
思
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
ρ
恐
ら
く

朋
朝
側
の
記
録
に
見
ゆ
る
如
き
無
難
が
有
っ
た
に
も
か
か
は
ら
す
、
、
其
事
は
太
租
に
と
っ
て
甚
だ
好
ま
し
く
な
い
事
で
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齊
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あ
る
爲
に
其
當
時
に
重
て
一
般
記
録
に
載
せ
る
を
禁
じ
、
或
は
後
に
な
っ
て
抹
濾
す
る
に
至
つ
だ
も
の
で
な
い
か
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
若
し
然
ら
す
し
て
外
儀
容
の
記
録
が
信
じ
得
澱
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
に
外
國
側
の
記
録
に
多

く
か
か
る
記
載
が
存
す
る
か
と
い
ふ
事
が
疑
問
と
な
っ
て
來
る
。
外
國
に
於
て
何
か
爲
に
す
る
所
あ
る
に
よ
る
の
で
は

嫁
い
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
清
朝
側
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
す
外
藩
側
に
於
て
か
か
る
事
を
故
意
に
捏
造
す
る
と
い
ふ
事
は

有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
の
如
く
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
得
て
外
國
側
の
記
録
は
事
實
を
そ
の
ま
、
に
忌
麗
な
く
書
く

も
の
で
あ
る
以
上
、
や
は
り
欝
時
の
風
評
重
事
實
有
っ
た
事
を
そ
の
ま
ま
に
記
し
た
も
の
と
み
る
を
至
當
と
す
る
と
思

ふ
。
況
ん
や
清
朝
側
の
記
録
に
於
て
も
満
文
老
構
及
び
之
に
よ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
清
史
稿
刻
傳
に
於
て
、
會
，
之
を
裏

書
す
る
に
足
る
と
思
は
れ
る
關
係
記
事
が
有
る
以
上
、
こ
の
際
は
愚
意
側
の
多
数
の
記
録
が
眞
に
近
く
、
清
朝
側
の
多

、
数
の
記
録
は
悉
く
此
道
徳
的
に
非
難
さ
る
べ
き
殺
害
の
事
實
を
省
賂
に
附
し
た
と
み
る
方
が
．
最
も
要
當
だ
と
思
ふ
次
第

で
あ
る
。
勿
論
満
文
老
樗
と
て
先
に
述
べ
た
や
う
に
、
得
爾
吟
齊
の
死
に
太
粗
が
平
し
て
居
る
ら
し
い
事
を
に
ほ
は
せ

る
だ
け
で
、
明
ら
さ
ま
に
殺
害
の
事
を
言
っ
て
居
る
の
で
は
な
い
が
、
其
記
事
と
督
登
営
齊
が
悶
々
の
中
に
死
去
し
た

事
を
言
っ
て
居
る
事
と
の
間
に
は
必
ず
こ
の
事
實
を
認
め
る
に
足
る
何
も
の
か
が
存
す
る
と
み
て
差
支
な
く
、
又
こ
の

満
文
老
槽
も
他
の
記
録
と
同
様
に
初
め
は
其
事
實
を
書
い
て
居
っ
た
の
で
あ
る
の
に
、
後
に
な
．
つ
て
其
瓢
を
削
り
と

り
、
太
胤
と
の
間
の
不
和
で
あ
っ
た
事
を
記
し
た
後
に
軍
に
「
越
二
年
」
云
々
と
い
ふ
風
に
書
き
改
め
た
も
の
か
と
も
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
次
第
で
あ
る
か
ら
得
爾
恰
齊
は
兄
太
組
と
不
和
で
あ
っ
て
其
不
和
が
次
第
に
嵩
じ
て
紛

（　e，s　）



擾
を
起
し
、
途
に
辛
実
年
入
月
に
至
っ
て
太
療
の
爲
に
謀
殺
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
漸
じ
て
何
等
差
支
な
く
、
こ
の

事
に
就
い
て
は
宜
し
く
吾
人
は
明
難
業
の
記
事
に
七
っ
て
可
な
り
と
信
ず
る
次
第
で
あ
る
。
而
し
て
叢
に
疑
問
と
な
る

は
其
殺
害
の
方
法
で
あ
っ
て
、
之
に
解
す
る
詳
細
な
記
録
が
な
い
以
上
明
ら
か
に
ゆ
る
事
を
墨
差
が
、
恐
ら
く
太
雌
が

長
子
祷
英
を
殺
し
た
事
實
、
或
は
後
に
太
宗
が
其
兄
葬
古
爾
泰
を
殺
せ
る
事
實
よ
り
し
て
、
之
を
幽
離
し
て
其
爵
由
を

奪
ひ
、
所
謂
悶
死
せ
し
む
る
の
手
段
に
霞
た
も
の
で
あ
る
事
は
十
分
汚
せ
ら
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
こ
の
黙
に
於
て
満
文

老
樒
の
記
載
は
暗
々
の
聞
に
其
事
情
を
激
し
て
居
る
も
の
で
あ
b
聖
明
鮮
の
記
銀
に
計
殺
之
と
云
っ
て
居
る
の
も
簡
に

し
て
要
を
得
た
言
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
方
法
は
王
者
と
し
て
の
寛
大
を
誇
示
す
る
に
足
る
儒
善
的
手
段
で
あ
る
と
共

老
優
禁
書
と
つ
て
は
霧
の
馨
の
護
一
は
却
っ
て
一
藷
な
塵
刑
で
萱
堪
へ
得
ざ
る
侮
辱
で
あ
∴

て
、
や
が
て
死
に
導
か
る
べ
き
は
言
を
侯
た
す
し
て
明
か
な
所
、
好
智
に
長
け
た
太
瓢
が
こ
の
手
段
を
と
っ
た
事
は
必

ず
是
認
さ
れ
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
最
後
に
考
ふ
べ
き
は
得
爾
吟
齊
の
死
鼓
の
年
次
は
果
し
て
何
年
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
と
、
其
殺
害
す
る
に
至
っ
た
理

由
と
で
あ
る
。
併
早
撃
齊
の
死
去
の
年
次
は
右
に
引
用
し
た
所
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
や
う
に
、
清
朝
側
全
部
と

全
邊
略
記
を
除
い
た
発
振
の
記
録
と
は
凡
て
辛
亥
年
郎
ち
萬
暦
三
十
九
年
と
云
っ
て
居
る
に
反
し
、
朝
鮮
蛤
の
「
、
建
州
聞

見
録
」
は
別
と
し
て
そ
れ
以
外
の
記
録
と
明
側
に
て
も
全
邊
略
記
の
一
つ
の
み
は
思
死
を
壬
子
年
払
ち
萬
暦
四
十
年
に
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繋
げ
て
居
る
。
帥
ち
爾
志
の
間
に
一
年
の
差
違
が
認
め
ら
れ
る
の
は
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
に
蓋
し
て

は
何
れ
が
是
な
る
か
を
毒
断
す
べ
き
資
料
は
別
に
無
い
の
で
あ
っ
て
、
積
綴
…
酌
に
之
が
當
否
を
定
む
べ
く
も
な
い
が
、

此
年
次
の
黙
に
於
て
は
清
朝
側
の
記
録
が
一
標
に
辛
翌
年
八
月
置
な
せ
る
方
寧
ろ
信
じ
得
べ
く
、
殊
に
満
文
老
盤
の
明

ら
か
に
辛
亥
年
入
月
十
九
田
と
記
し
て
居
る
の
は
吾
人
の
意
を
決
す
る
に
與
っ
て
力
有
る
も
の
と
思
ふ
。
然
ら
ば
何
故

に
朝
鮮
側
及
び
或
種
の
明
人
の
記
鎌
に
之
を
一
年
後
の
事
と
し
て
記
し
て
居
る
か
と
云
ふ
に
、
恐
ら
く
之
は
傳
聞
上
に

於
け
る
誤
り
か
、
叉
は
記
載
の
上
に
於
け
る
誤
り
か
で
あ
っ
て
、
事
の
實
際
を
究
め
す
し
て
聞
け
る
ま
、
に
或
は
誤
聞

せ
る
ま
、
に
記
す
に
至
っ
た
も
の
で
な
い
か
と
思
ふ
。
故
に
余
の
考
と
し
て
は
年
次
の
黙
に
於
て
は
清
朝
側
の
言
逃
に

從
っ
て
菱
な
い
と
田
圃
ふ
の
で
の
っ
て
、
正
し
ゑ
謁
暦
三
＋
九
年
合
＋
音
の
事
件
と
攣
る
次
箏
の
・
。
　
働

　
次
に
は
太
懇
が
何
故
に
親
愛
な
る
べ
き
同
母
弟
を
殺
害
し
た
か
と
言
ふ
事
に
就
い
て
一
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
事
は
前
揚
諸
記
事
の
言
ふ
所
に
よ
っ
て
賂
，
伺
ひ
知
ら
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
畢
一
寛
直
言
恰
齊
の
強
兵
を
擁
す
・
る
を
忌

ん
だ
兄
無
漏
と
の
不
和
戚
惜
の
疎
隔
に
餐
く
も
の
と
思
は
れ
る
。
蓋
し
志
津
恰
齊
と
轟
轟
組
と
の
不
和
の
茄
し
た
の
は

前
述
し
た
如
く
其
死
去
の
年
よ
り
も
は
る
か
に
十
二
年
の
前
萬
暦
二
十
七
年
丸
月
の
喰
達
征
伐
の
時
に
在
り
と
云
っ
て

差
支
な
い
と
思
ふ
。
爾
來
爾
者
の
心
情
は
次
第
に
疎
遠
に
な
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
そ
れ
が
萬
暦
三
十
五
年

の
蛮
悠
城
闇
係
の
事
件
と
な
っ
て
表
面
的
と
な
り
、
や
が
て
寄
子
恰
齊
の
他
庭
逃
避
復
錦
と
な
っ
た
事
は
其
外
面
的
に

於
け
る
衝
突
の
高
潮
に
達
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
又
そ
の
反
面
に
於
て
は
満
文
老
楼
に
記
す
如
く
復
蹄
の
後
に
於
て
も



内
面
的
に
艶
情
の
疎
隔
は
一
履
激
し
く
な
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
か
か
る
事
情
に
よ
っ
て
、
兄
弟
不
和
の
謝
立
關
係

の
悪
化
し
た
事
は
想
像
に
行
り
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
が
不
幸
な
る
事
件
に
導
か
れ
だ
も
の
で
あ
る
事
は
容

易
に
考
へ
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
知
者
の
戚
情
を
し
て
疎
隔
せ
し
め
た
直
接
の
動
機
と
し
て
は
叉
別
に
考
へ
得
る

と
思
ふ
Q
そ
れ
は
帥
ち
前
引
明
鮮
側
に
見
ゆ
る
如
く
寄
壁
絵
齊
が
強
兵
を
擁
し
て
居
り
、
其
の
兵
強
な
る
故
を
以
て
彼

が
太
租
に
封
し
て
身
魂
で
な
く
、
早
く
見
ゆ
る
や
う
に
用
兵
上
の
事
を
以
て
叱
責
さ
る
る
如
き
事
件
を
醸
し
た
事
で
あ

　
る
。
喜
平
恰
齊
が
果
し
て
幾
何
の
兵
を
有
し
て
居
た
か
は
勿
論
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
子
音
敏
が
四
大
貝
勒
の
一
人

と
し
て
こ
貝
勒
と
呼
ば
れ
心
事
は
や
は
り
強
兵
を
有
し
た
爲
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
そ
れ
は
多
分
に
父
の
時
か
ら

の
事
と
思
は
れ
る
。
然
ら
ば
其
太
組
に
反
抗
す
る
に
至
っ
た
氣
持
に
は
多
分
に
自
負
の
心
を
有
し
た
事
を
認
め
得
べ

ぐ
、
又
叛
服
常
な
し
と
は
云
へ
呉
劇
寡
占
泰
と
通
婚
の
間
柄
に
在
っ
た
事
は
必
ず
彼
の
兵
力
に
何
等
か
影
響
す
を
所
有

、
つ
た
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
布
占
泰
と
の
早
婚
の
間
柄
と
い
ふ
の
は
、
数
度
の
征
伐
に
於
て
野
爾
恰

齊
を
し
て
太
颪
と
用
兵
上
の
異
見
を
生
ぜ
し
め
、
互
に
剛
情
を
害
せ
し
む
る
に
至
っ
た
下
歯
の
一
と
考
へ
得
る
の
で
あ

つ
で
、
一
面
寄
爾
恰
齊
と
し
て
は
義
と
情
と
の
間
に
挾
ま
れ
て
苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
た
も
の
と
し
て
同
情
を
禁
じ
得

な
い
黙
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
太
租
が
得
菅
蓑
齊
を
謀
殺
し
た
暴
露
兵
を
己
の
手
に
牧
め
て
間
も
な
く
呉
劇
を
討
伐
滅

亡
せ
し
め
π
次
第
で
あ
っ
て
、
此
の
黙
明
健
側
の
記
録
は
よ
く
翼
を
傳
へ
だ
も
の
と
考
へ
得
る
。
若
し
臆
測
を
許
さ
る

　
る
な
ら
ば
、
初
め
よ
り
得
爾
恰
齊
は
太
麗
に
．
拮
抗
し
得
る
兵
力
の
所
有
者
で
あ
っ
た
の
で
、
狡
妙
な
太
祓
は
早
く
よ
り

　
　
　
　
　
静
思
喰
齊
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
谷
　
第
三
號
　
　
三
九
五

（71）



　
　
　
　
鯵
挙
隅
吟
職
丹
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
κ
十
七
旗
｝
　
簸
一
瓢
號
　
　
　
三
九
六

之
に
備
ふ
る
所
あ
り
、
外
族
の
和
に
て
叛
服
常
な
き
呉
嘲
國
墨
壷
泰
と
故
意
に
婚
を
逓
せ
し
め
、
機
を
み
て
一
を
外
し

て
他
を
翻
る
の
一
石
二
鳥
の
策
に
萬
で
π
も
の
と
言
へ
ぬ
事
も
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
と
に
角
、
好
爾
風
面
が
強
兵

を
擁
し
て
居
り
太
澱
と
合
は
な
か
っ
た
事
は
疑
な
い
事
實
で
あ
っ
た
が
、
人
物
と
し
て
は
太
組
に
一
日
の
長
を
認
め
得

る
爲
に
。
そ
れ
に
圖
ら
れ
て
非
業
の
死
に
驚
れ
た
も
の
と
断
じ
得
る
。
省
輸
租
が
欝
爾
恰
齊
を
害
す
る
に
至
っ
た
事
は

右
の
事
情
の
外
に
部
内
の
兵
制
馬
脚
途
行
の
一
手
段
で
あ
る
と
は
二
葉
岩
吉
氏
が
清
朝
全
史
上
恕
一
四
五
i
六
頁
に
左

の
如
く
説
か
る
る
所
で
あ
っ
て
、
蓋
し
亦
正
鵠
を
得
た
言
で
あ
ら
う
◎
郎
ち

’
さ
て
太
組
の
意
志
が
當
初
よ
り
し
て
劃
一
の
制
度
の
下
に
各
部
を
統
率
せ
ん
事
に
専
な
り
し
は
疑
は
れ
ざ
れ
ど
、
所

　
謂
族
蕪
の
多
数
が
部
下
の
進
退
を
以
て
彼
に
委
任
せ
ざ
り
し
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
す
。
吾
人
は
寧
古
塔
貝
勒
の
各

　
々
が
か
つ
て
太
虚
を
迫
害
せ
し
こ
と
を
知
る
。
薫
習
に
は
又
弟
の
寄
爾
恰
齊
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

　
彼
は
語
群
二
十
二
年
を
以
て
北
京
に
朝
貢
せ
し
事
あ
り
。
垂
下
底
地
の
時
の
如
き
も
彼
は
兄
と
共
に
明
廷
の
賞
を
受

－
け
得
た
る
ほ
ど
に
て
、
其
部
下
の
兵
卒
と
て
も
蓋
し
少
数
な
ら
ざ
り
し
と
畳
ゆ
。
督
爾
恰
齊
が
兄
に
從
順
な
り
し
や

　
否
や
は
怪
ま
ざ
る
を
得
ざ
る
が
、
太
租
に
と
り
て
熱
時
此
勢
力
有
る
弟
の
あ
り
し
事
は
広
し
も
満
足
を
輿
へ
ざ
り
し

　
こ
と
と
想
像
せ
ら
る
。
吾
人
は
明
人
の
彼
が
弟
を
殺
害
し
て
そ
の
兵
力
を
併
せ
り
と
い
ふ
を
傳
ふ
る
を
事
實
と
す
。

．
清
朝
に
て
は
唯
寄
爾
愈
愈
が
萬
暦
三
十
九
年
中
に
卒
去
せ
る
を
い
ひ
て
其
詳
を
語
ら
す
。
死
因
も
亦
明
か
な
ら
ざ
れ

　
ど
、
恐
く
は
督
爾
望
事
父
子
が
兵
力
の
強
大
な
り
し
ょ
）
、
意
図
に
隷
厩
す
る
を
好
ま
ざ
り
し
結
果
、
何
等
か
過
失

（72）

、



　
あ
り
し
と
い
ふ
を
ロ
實
と
し
て
幽
殺
せ
し
も
の
た
る
べ
し
。
天
聰
朝
に
魅
せ
ら
れ
し
阿
敏
の
事
案
は
之
を
謹
す
◎
所

　
謂
八
旗
の
制
定
は
蓋
し
此
歳
以
後
に
二
言
し
た
る
も
の
と
推
せ
ら
る
。

右
文
中
点
古
塔
諸
只
管
は
清
朝
系
譜
に
見
ゆ
る
都
督
繭
満
の
百
子
が
六
城
に
分
居
せ
し
ょ
り
名
付
け
ら
れ
た
名
総
で
、

そ
の
迫
害
と
は
其
中
景
粗
畳
昌
安
の
系
統
な
る
太
粗
を
他
の
五
子
の
子
孫
が
協
力
し
て
迫
害
せ
し
を
云
ひ
、
事
は
正
し

く
癸
未
歳
即
ち
萬
暦
十
一
年
二
月
に
在
り
の
叉
寛
旬
黒
地
の
恩
賞
と
は
、
萬
暦
六
年
漢
人
に
よ
り
て
占
糠
せ
ら
れ
た
寛

旬
一
帯
の
地
を
、
次
第
に
遼
東
に
於
け
る
明
兵
力
の
結
論
の
結
果
維
持
す
る
事
を
得
な
く
な
っ
た
爲
、
明
浜
は
瀬
野
三

十
三
年
に
至
り
突
如
撤
退
を
命
じ
た
時
、
そ
の
地
の
民
が
命
を
拒
ん
だ
の
で
明
は
激
成
梁
等
を
し
て
強
制
之
を
行
は
し

め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
太
瓢
兄
弟
亦
賜
金
を
受
け
た
事
を
い
ふ
。
明
に
と
り
て
は
退
嬰
の
策
で
あ
っ
た
が
、
當

時
明
と
満
洲
と
の
閣
係
未
だ
悪
化
せ
す
、
太
鮨
兄
弟
石
鹸
に
服
事
し
て
居
っ
た
の
で
明
は
之
に
恩
賞
を
與
へ
、
自
然
の

結
果
と
し
て
こ
の
地
方
は
満
洲
族
の
勢
力
圏
に
入
る
の
素
地
を
な
す
に
至
つ
π
の
で
あ
っ
た
。
寄
爾
吟
齊
が
萬
暦
二
十

二
年
に
明
に
朝
貢
し
た
事
は
稻
重
氏
の
説
で
あ
る
が
、
今
明
實
鎌
を
み
る
時
座
薬
ら
す
明
確
な
日
附
を
明
ら
か
に
し
得

な
い
の
は
湛
憾
だ
が
、
も
し
信
じ
得
る
な
ら
ば
、
兄
太
租
と
は
別
に
行
動
し
明
に
入
朝
す
る
事
有
レ
し
を
讃
す
る
も
の

で
あ
ら
う
。
以
上
落
葉
氏
の
説
か
る
る
所
は
眞
を
掴
ん
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
大
虚
に
於
て
余
の
賛
意
を
表
す
る
に
吝
か

な
ら
ざ
る
所
で
あ
り
、
必
ず
得
爾
吟
齊
の
強
兵
を
有
し
て
太
顧
に
忌
ま
れ
た
結
果
幽
殺
の
厄
に
會
し
た
も
の
で
あ
る
事

は
疑
な
い
Q
而
し
て
阿
敏
と
は
斜
爾
恰
齊
の
第
二
子
で
あ
っ
て
太
瓶
の
時
代
四
大
静
粛
の
中
二
員
勒
と
し
て
太
鮒
に
重

　
　
　
　
驚
豊
島
饗
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
三
號
　
，
三
九
七

（73）



　
　
　
　
傍
爾
三
三
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
三
號
　
　
、
三
九
八

堕
せ
ら
れ
数
々
の
戦
功
を
立
て
た
人
で
あ
っ
た
が
、
太
宗
の
天
冠
四
年
六
月
に
至
っ
て
永
李
四
城
の
守
を
棄
て
て
逃
館

し
だ
事
を
口
底
と
し
て
太
宗
は
十
六
條
の
罪
状
を
宣
下
し
て
幽
試
し
、
そ
の
爲
に
阿
敏
は
遽
に
崇
徳
五
年
十
一
月
に
至

っ
て
恨
を
春
ん
で
悶
死
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
十
六
罪
駿
の
第
｝
に
背
恩
の
例
と
し
て
得
蔵
男
笹
鳴
來
愛
養
の
恩
に

背
い
た
事
を
爆
げ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
之
は
”
實
で
あ
っ
て
事
實
は
太
租
系
の
一
族
と
好
暴
君
齊
系
の
一

族
と
の
不
和
抗
雫
の
衝
突
を
語
る
に
外
な
ら
す
、
得
爾
恰
齊
最
後
も
言
言
敏
等
兵
力
強
く
太
宗
に
拮
抗
し
得
だ
爲
に
こ

れ
亦
太
宗
に
忌
ま
れ
て
か
㌧
る
結
果
に
立
ち
至
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
Q
而
も
個
癖
が
勢
力
有
っ
た
事
は
前

に
一
言
し
だ
如
く
彼
が
太
良
の
生
前
中
四
大
貝
勒
の
一
と
し
て
二
音
量
と
呼
ば
れ
て
居
だ
事
か
ら
も
推
測
し
得
ら
れ
る
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

か
と
思
ふ
。
か
か
る
次
第
で
好
劇
素
面
父
子
共
に
不
運
な
最
後
を
途
げ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
擁
し
た
強
兵
は
太
租
系

の
者
の
最
も
清
風
し
且
提
議
す
る
所
で
あ
り
、
後
患
を
維
っ
爲
に
相
謡
い
で
其
の
勢
力
者
を
誹
を
以
て
害
し
た
と
漸
じ

て
揮
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
以
上
好
爾
恰
齊
の
死
に
關
し
て
述
べ
だ
が
倉
卒
の
際
に
稿
を
草
し
、
広
縁
多
く
決
し
て
萬
全
な
記
述
で
な
い
が
、
そ

の
亡
魂
と
の
開
講
、
．
強
兵
を
擁
し
た
事
に
本
く
太
櫨
と
の
不
和
の
事
情
延
い
て
そ
の
死
因
の
事
等
は
右
の
事
に
よ
っ
て

も
推
測
し
得
べ
し
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
紛
擾
は
清
初
順
治
時
代
迄
は
絶
え
ず
見
ら
れ
た
事
で
あ
り
決
し
て
こ

の
事
件
一
つ
に
止
ら
な
い
が
、
か
、
る
事
は
開
國
の
初
期
に
は
見
細
れ
勝
の
も
の
で
決
し
て
奇
と
す
・
○
に
足
ち
澱
と
思



ふ
。
或
王
朝
の
基
礎
が
確
立
し
或
系
統
の
者
が
王
者
た
る
の
地
位
を
確
保
す
る
迄
に
は
往
々
見
ら
れ
る
事
で
あ
り
、
清

朝
に
以
て
も
こ
の
好
編
恰
齊
父
子
の
死
、
或
は
祷
英
、
虚
勢
爾
泰
等
の
死
等
何
れ
も
堅
き
統
一
に
向
ふ
維
過
の
間
に
於

け
る
内
紛
の
現
は
れ
と
し
て
又
康
煕
乾
隆
の
華
や
か
な
時
代
の
開
花
の
序
墓
の
中
に
於
け
る
な
ま
ぐ
さ
き
骨
肉
間
の
勢

力
事
と
し
て
誌
む
べ
き
で
あ
る
。
勿
論
今
述
べ
た
併
爾
欝
欝
の
死
の
如
き
事
件
が
有
っ
た
か
ら
と
て
、
こ
れ
が
爲
に
當

事
者
た
る
太
粗
弩
零
丁
齊
の
功
業
に
ケ
チ
を
つ
け
、
叉
そ
の
人
物
を
疑
黙
す
る
に
は
當
ら
す
大
業
成
就
の
前
に
は
免
れ

難
い
運
命
の
悪
戯
と
槻
す
べ
き
で
あ
ら
う
Q
（
昭
和
七
。
五
。
訟
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
（
註
）＠＠＠④⑤＠＠

康
眠
…
鯛
修
本
太
醗
思
潮
に
よ
る
。
諸
等
簸
等
字
た
異
に
す
る
も
何
れ
も
同
音
異
字
に
す
ぎ
す
。
そ
の
他
の
人
名
に
撃
て
も
亦
同
様
な
り
Q

満
洲
實
錐
正
し
く
ば
太
醗
實
錐
戦
圖
第
一
巻
に
よ
る
。

呉
剛
都
も
種
々
の
丈
字
に
て
記
さ
る
・
も
今
虞
魁
…
湖
修
本
太
魂
實
錐
に
よ
う
。
吟
蓮
、
葉
赫
、
輝
獲
と
共
に
魅
倫
の
四
部
と
禰
ゼ
ら
れ
婬
納
醐
と
呼

ぶ
。
旧
旭
倫
ば
蓋
し
忽
加
剥
蝦
の
績
碑
に
て
海
西
［
女
酸
の
…
禺
男
た
鴇
ろ
べ
く
、
奥
剛
剛
河
齢
に
圃
剛
た
立
て
し
も
の
た
呉
一
棚
國
、
呉
護
法
と
呼
ぶ
。

吟
蓬
も
亦
海
西
女
直
に
署
す
ろ
一
部
に
て
③
に
云
へ
る
如
く
庖
倫
四
蔀
の
一
潜
な
す
。
名
士
王
台
の
畦
努
威
振
ひ
し
が
、
猛
新
学
羅
の
時
に
至
り
て

太
醍
の
爲
に
減
さ
ろ
。

歯
糞
喀
部
は
即
ち
覇
鮮
で
云
ふ
所
の
兀
良
書
で
あ
っ
て
豆
溝
江
中
流
域
以
下
の
地
方
に
在
り
て
勢
力
あ
り
、
そ
の
中
心
に
蛮
堅
城
で
朝
鮮
で
ば
之
為

縣
城
（
ヒ
ヨ
ン
ソ
ン
）
と
呼
び
し
が
今
の
邸
春
の
南
一
里
飴
、
今
日
の
慶
興
の
劉
岸
方
面
に
馨
る
Q

納
齊
布
蝦
の
蝦
ほ
三
覧
倦
衛
官
の
灘
掌
で
あ
る
、
渦
洲
に
て
に
宜
名
ば
人
名
の
下
に
記
す
を
本
來
の
風
と
す
る
の
で
あ
る
。

太
雨
車
録
ば
鼠
賊
蒔
代
に
鮒
修
さ
れ
後
乾
繭
の
博
に
改
修
さ
れ
て
居
る
が
、
叢
に
康
肥
薩
蔵
本
と
い
ふ
の
は
内
藤
虎
次
路
博
士
珍
重
の
も
の
な
指
で
。

同
博
士
灰
藏
本
ほ
由
來
に
不
明
だ
が
内
律
そ
の
他
種
々
の
黙
よ
ザ
し
て
恐
ら
く
凝
煕
平
な
る
べ
し
と
の
纂
な
れ
ば
今
そ
の
説
に
從
ふ
事
に
す
る
。
．

　
　
督
上
端
齊
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
三
號
　
　
三
九
九
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静
口
吟
齊
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
七
巷
第
三
號
　
　
四
〇
〇

⑧
三
碧
實
録
戦
麟
ほ
忍
入
り
で
絡
た
主
と
し
て
溝
型
繁
の
三
七
に
て
誹
明
し
て
あ
る
も
0
で
天
工
野
獣
に
纏
來
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
昨
響
奉
炎
に

　
　
て
そ
の
漢
文
の
み
葎
諭
…
と
共
に
印
行
さ
れ
た
の
が
即
ち
講
洲
實
錐
と
呼
ば
れ
て
み
る
も
の
で
あ
る
。

⑨
昨
年
二
月
北
築
故
宮
博
物
院
貴
録
庫
原
本
に
よ
り
新
に
印
行
さ
れ
し
も
の
、
十
巻
本
實
錐
で
あ
る
。

⑭
　
今
年
一
半
北
挙
故
宮
博
物
院
印
行
に
か
、
ろ
四
製
本
實
錐
。
人
名
地
名
弊
総
有
名
詞
の
課
字
の
古
燈
な
所
か
ら
み
可
㌦
他
の
太
目
實
録
よ
り
に
古
い
蒔

　
　
凡
代
の
修
本
で
、
怨
塞
徳
元
年
…
捌
修
　
な
ら
ん
か
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
。

⑪
満
洲
老
拙
秘
錐
上
巻
、
弓
丈
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

⑫
蕪
に
引
い
カ
「
建
立
聞
見
卜
し
ぱ
故
今
西
博
士
灰
藏
の
腹
中
日
録
の
附
録
と
し
て
混
ぜ
ら
れ
て
あ
る
も
の
に
よ
つ
貢
◎
先
般
在
京
城
の
二
葉
岩
吉
氏
の

　
　
指
教
に
よ
り
、
碧
羅
奥
の
集
で
あ
る
「
紫
巌
集
し
が
楽
章
閣
藏
書
中
に
在
り
、
そ
れ
に
も
蘇
州
総
見
錐
の
寵
す
る
事
を
知
つ
ぬ
の
で
あ
る
が
、
爾
書
封

　
　
校
で
、
る
の
樫
な
く
、
今
ば
今
西
本
の
み
に
櫨
る
事
に
し
た
の
で
あ
ろ
。

附
　
　
記

　
　
右
拙
稿
作
成
後
、
内
藤
榑
士
藏
ず
ろ
所
の
溝
丈
に
て
書
か
れ
実
清
太
靴
本
記
（
8
纂
釜
創
。
亜
多
～
6
・
菟
…
；
。
・
夷
隅
ぴ
写
。
）
な
検
し
療
所
、
同
じ
く

　
　
「
辛
亥
年
忘
月
丙
戌
H
o
建
長
漢
巴
圖
魯
鋒
爾
吟
齊
死
」
の
碧
羅
な
一
句
な
み
る
事
撫
得
力
。
こ
の
書
が
如
何
な
ろ
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
詳
に
す
る

　
　
存
得
す
、
他
H
の
考
究
に
護
う
が
、
浩
朝
側
の
記
簸
の
一
で
あ
る
事
に
は
疑
な
い
の
で
、
調
理
余
の
考
に
資
す
ろ
所
は
な
い
が
、
叢
に
附
記
し
て
な

　
　
き
た
い
と
思
ふ
。
（
昭
羽
七
、
六
、
ご
一
）
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